
２０１５年１月２８日 こくろう み と 第９号

「

春
闘
」
っ
て
な
に
？

賃
金
水
準
が
日
本
全
体
の
労

働
者
と
資
本
家
の
力
関
係
で
決

ま
っ
て
い
る
た
め
、
企
業
内
の

交
渉
だ
け
で
は
、
企
業
間
の
競

争
が
激
し
く
な
る
中
で
は
賃
金

は
な
か
な
か
上
が
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
賃
金
要
求
額
や
交
渉

時
期
「
戦
術
を
全
国
で
統
一
し

て
た
た
か
う
「
春
闘
」
に
発
展

し
ま
し
た
。

春
闘
で
は
、
①
産
業
・
地
域

な
ど
を
基
礎
に
企
業
の
枠
を
超

え
て
、
②
官
民
一
体
行
動
や
地

域
総
行
動
な
ど
、
「
力
を
集
中
」

し
、
③
仲
間
の
声
や
願
い
を
し
っ

か
り
と
出
し
合
い
、
「
要
求
」

と
し
て
掲
げ
、
そ
の
実
現
を
め

ざ
し
て
国
民
的
課
題
に
つ
い
て

も
、
学
習
や
討
議
を
重
ね
、

「
要
求
」
と
し
て
引
き
寄
せ
て
、

た
た
か
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
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２
０
１
４
年
春
闘
は
一
部

大
手
を
中
心
に
６
年
ぶ
り
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
保

障
の
値
上
げ
や
物
価
上
昇
に

よ
り
実
質
賃
金
は
16
ヶ
月
連

続
で
減
少
し
、
実
施
Ｇ
Ｔ
Ｐ

に
つ
い
て
も
マ
イ
ナ
ス
成
長

に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

国
民
生
活
は
、
失
業
率
は

３
・
５
％
前
後
、
有
効
求
人

倍
率
は
１
・
１
％
と
数
の
上

で
は
好
転
し
た
が
、
生
活
保

護
世
帯
が
増
え
続
け
、
１
６

１
万
世
帯
、
２
１
６
万
５
千

人
に
の
ぼ
り
、
非
正
規
労
働

者
は
全
労
働
者
の
３
８
、
２

％
に
も
達
し
、
２
０
０
０
万

人
を
超
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
春
闘
は
、
増

え
続
け
る
企
業
の
内
部
留
保

を
賃
金
に
還
元
さ
せ
、
大
幅

賃
上
げ
の
闘
い
が
重
要
に
な
っ

て
来
ま
す
。

ベ ー ス ア ッ プ

消費税増税反対

２
０
１
５
年
春
闘
は
、

安
倍
政
権
の
進
め
て
き
た

「
企
業
に
は
減
税
、
庶
民

に
は
増
税
」
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推

進
、
解
雇
規
制
の
緩
和
、

派
遣
法
改
悪
、
社
会
保
障

の
切
捨
て
な
ど
格
差
と
痛

み
を
押
し
付
け
て
き
た
反

動
的
諸
政
策
に
抗
し
て
の

春
闘
と
な
り
ま
す
。

加
え
て
、
秘
密
保
護
法

制
定
、
原
発
再
稼
動
、
集

団
的
自
衛
権
の
閣
議
決
定

や
憲
法
改
悪
、
米
軍
基
地

恒
久
化
な
ど
悪
政
に
反
対

す
る
国
民
的
怒
り
の
高
揚

の
中
で
の
闘
い
と
な
り
ま

す
。
労
働
組
合
が
「
賃
上

げ
こ
そ
デ
フ
レ
脱
却
の
道
」

「
賃
上
げ
が
日
本
経
済
再

生
の
カ
ギ
」
と
大
義
を
掲

げ
、
国
民
と
の
共
同
を
強

め
、
職
場
と
地
域
で
闘
い

を
大
き
く
広
げ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
労
は
、
２
０
１
５
春

闘
の
お
け
る
賃
上
げ
要
求

額
の
設
定
に
あ
た
っ
て
、

Ｊ
Ｒ
各
社
の
経
営
状
況
や

賃
金
体
系
の
違
い
、
春
闘

相
場
、
生
活
実
態
調
査
結

果
、
Ｊ
Ｒ
労
働
者
の
共
感

が
得
ら
れ
る
整
合
性
、
産

別
の
要
求
実
態
等
を
視
野

に
置
き
な
が
ら
、
消
費
不

況
の
日
本
経
済
の
回
復
の

た
め
に
も
、
定
期
昇
給
の

完
全
実
施
は
も
と
よ
り
、

物
価
上
昇
分
や
生
活
改
善

分
を
考
慮
し
て
１
５
，
０

０
０
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
統
一
要
求
と
し
、
そ
の

実
現
を
め
ざ
す
こ
と
と
し

ま
す
。

「
第
１
８
５
回
拡
大
中
央

委
員
会
の
当
面
の
闘
争
方

針
よ
り
」

２０１５春闘を通じ仲間を増やし
組織拡大と強化を

２０１５春闘でかかげる私たちの要求を実現する

ためには、より多くの労働者の知恵と団結した力が

必要です。

職場・地域には、未組織の労働者がいっぱいいま

す。正規労働者だけでなく、パート・アルバイト、

派遣請負で働く労働者がいます。春闘は、労働組合

員のためというだけにとどまらず、未組織の労働者

も含めて社会的に要求を実現するたたかいでもあり

ます。

みんなで討議して多くの労働者と向き合って対話

し、労働者が元気に行動し、労働組合を組織拡大・

強化する春闘にしていきましょう。


